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。 発
生
数

12月上旬

乾

重

発
生
数

3月下旬

乾

重

植菌 時期 収 量 収 E主主豆主

発 生数 923.57 g 
12月上旬 生 重 39，410.7 

乾 重 4，157.14 

発生数 418.82 
3月下旬 生 重 19.547.1 

乾 重 2，170.59 

※当、ホダ木は、発生2年目の春子の収量(1年のみ)
※試験地鳥取県

図-3 ① 植菌時期と発生収量(日本きのとセンター菌茸研 大平ほか)

ナメコ用培地組成の検討

昭和40年代にナメコのオガクズ栽培が導入され

てから生産量は順調に伸びてきましたが、価格的

には 52年 (899円/kg)をピークに乙れ以降はほ

ぼ横這いという経営的にかなり厳しい状況が続い

ています。

また、本県では空調施設を利用した周年栽培が

生産の過半数を占めるに至り、高投資、大量生産

を基調とした経営が進んでいて、栽培期間の短縮

化、単位当り収量の増加、あるいは諸経費の削減

といったコストダウン対策が強く求められていま

す。

今回は、乙れら対策のうち、培地組成に係わる

最近の結果についてとりまとめました。

1. 周年栽培実態調査

59年iζ東北信地域の一部の栽培者を調査した

結果、 800ccヒポンでは培養が200C前後で平均75日、
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収穫は 2番取りで40日程度で、 1回転 115日程度

を要していました。年回転率は 3回が上限で、年

生産量は規模にもよりますが、 20トン程度でした。

使用培地のうち、オガクズは広葉樹単用で、粒子

も細かいものから粗いものまで平均的に混ぜる配

慮がされていました。栄養材ではコメヌカが主体

で、フスマ、 トウモロコシヌカも徐々に使用され

ており、配合比はオガクズ 10lC対して 1-2 (容

積比)の範囲でした。

2. 針葉樹オガクズの利用開発

広葉樹オガクズの不足対策として、針葉樹オガ

クズを利用する栽培試験が53-57年iζ実施されま

したが、乙の中でオガクズを 3カ月間散水堆積す

る前処理、広葉樹オガクズ 3害11の混用、及び

フスマ、コーンプランの使用によって表-1のよ

うに利用可能な方法が見い出されました。また、

乙乙ではフスマ、コーンプランiζ消石灰を培地重

量のo.3 ~ぢ程度添加する乙とで収量性が向上する
点も認められました。

3. 栄養材の利用開発

前述の試験結果から、従来のコメヌカ以上にナ

メコに適する栄養材が認められたため、乙れらを

広葉樹オガクズに用いて栽培試験した結果が表-

2です。これではやはりフスマ、 トウモロコシヌ

カ系の栄養材が効果的で、飛躍的K単位当り収量

を向上させました。

しかし、栄養材により子実体の品質に若干差が

認められ、フスマでは発生個数が少なめで子実体

が大きくなりやすい乙と、逆にコーンプランでは

個数が増えて子実体が軽くなりやすい状況で、今

後は品質面も考慮した検討が必要でしょう。

4. 培養期間短縮化の検討

従来のコメヌカ使用培地では，培養日数が長い

ほど原基形成が円滑で収量も上がる傾向であるが、

前述3の試験の中ではフスマ、 トウモロコシヌカ

系の培地が90日培養でもかなり培養が進んでいる

状況であったため、さらに培養期間を短縮した栽

培試験を行いました。

乙の結果は表 3のとおりで、乙れでは培養60

日でも良好な発生を示す培地が認められ、周年栽

培で課題となっている栽培期間の短縮化と単位当

り収量の増加を培地組成を開発する乙とでもある

程度達成できる乙とがわかりました。

5. オガ.クズ粒子、消石灰添加の検討

実態調査の中では栽培者はかなりオガクズ粒子

に神経を使っている点が認められる乙と、また、

フスマ、 トウモロコシヌカ系の培地では消石灰の

添加が効果的であるため、乙れらの検討も行いま

しfこ。

乙の結果は表-4のとおりで、ビン栽培では

0.5 mm 以下という細かい粒子が発生良好で、従来

表ー 1 針葉樹オガクズを利用したナメコ用培地(長野県林指 斉藤・篠原)

記 τ~ A B C D E F 

オガクズ処理区分 無処理 散水前処理 無処理

培 オガク ズ樹種 ナ フ カ フ て7 ツ ナ フ ヒノキ

地 ナラ混合割合% 100 30 。 30 100 30 
組 栄養材の種類 フ ス て<' コーンフラン

成 I自 石 灰 添 加 添 力日

ノ己色、 水 率 9ぢ 61. 7 64.1 68.6 65.4 57.0 60.8 

培 地 重 量 g 550 530 540 540 600 590 

培地期間 90日の発茸量g 158 152 142 150 150 170 

培養期間 105日の発茸量g 144 175 188 192 139 190 

摘 要 750 ccビン，森中生 15号
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表-2 広葉樹オガクズによる栄養材の利用開発

培 地 組 成 借地重 量 g 子 実 体 発 生 量

オガクズ 栄養材 消石灰 含水E巨
150 cc 800 cc 

袋
150 ccピン 800 ccピン 袋

ピン ピン 重量 個数 重量 個数 重量 個数

プナ10(容) コメヌカ 1(容) -%  10% 540 g 611 g 692 g 116 81 109 80 139 98 

" " 2 60 545 604 688 106 63 115 69 100 54 

" フス 71 o 35 11 542 598 688 113 70 110 62 127 65 

" " 2 " 10 531 594 681 155 81 129 78 186 120 

" コーンプラン l " 10 601 601 611 148 111 140 19 156 95 

" " 2 " 64 592 臼6 683 184 146 164 93 204 148 

" スーノマー l " 10 535 598 684 165 136 150 99 226 169 

" " 2 " 68 542 586 610 123 94 203 134 132 73 

プナ1O(容)
コメヌカO.5(容)

11 6倒 676 691 120 12 110 79 151 68 フス 70.5 " 

" 
コメヌカ 0.5

" 69 576 640 693 139 99 132 91 181 80 
コーン0.5

" 
コメヌカ 0.5

" 10 552 610 692 159 108 148 97 121 12 
スーノマーo5 

プナ3(容)
カラ 7ツ7 コメヌカ2(容) 66 512 589 101 66 48 34 22 21 6 
プナ 3 

フス 72 0.35 65 490 564 695 81 52 J03 60 105 カラ 7ツ7 11 

ブナ 3 コー ンプラ ン2 " 64 535 611 691 122 100 116 80 126 15 
カラ 7ツ7
プナ 3 スーノマー 2 " 61 483 601 112 ω 128 95 
カラ 7ツ7

摘要 培養20'C90日間、森極早生13号、収機15"C63日間

表-3 培養短縮化の検討

経 地 組 成
子 実 体 発 生 量

60目指養 78 日 H 94 日 H 110日 w

オガクズ
栄 p荏聾械比材} 消(重石量t%灰) 合水(%準} 重t帯地量(8) 重量g 個数 重量 g 個l数 重量g 個数 重賞gI 個数(容櫛比}

プナ 10 コメヌカ 1 69 541 149 113 156 96 131 96 112 12 

" " 2 65 534 141 102 101 70 68 42 87 53 

" フス71 0.34 71 529 138 92 139 12 131 17 129 57 

" " 2 0.32 69 524 199 137 173 93 158 95 

" コーンプラン 0.34 67 577 151 121 133 99 143 84 

" " 2 0.35 64 628 202 130 191 135 169 112 113 84 

" 
スーパーフヲン1 034 10 561 170 105 156 100 156 88 116 63 

" " 2 o 33 67 551 212 158 231 144 185 134 1臼 122 

" 
コメヌカ l

0.34 68 569 160 108 188 116 138 92 109 66 フス 7[

" 
2メヌカ l

034 66 616 208 161 220 149 111 106 151 91 :l-ンプラン l
コメスカ 1

0.33 68 197 126 2J1 136 109 146 85 " スー，，ープラン l 574 154 
フ スマ l

211 162 97 " コーンプラン I 035 68 650 200 139 113 167 112 
フスマ l

0.34 212 136 112 108 113 " ス-， ~ープラン l 66 543 113 178 185 

摘要 800 ccピン、森極早生 13号、培養 20・C、収穫 14'C70日間
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から言われているやや粗めの粒子が良いというこ

とと異なる結果となり再検討が必要とされました。

ちなみに箱栽培では 1-1.65 mmの粒子が良好とい

う報告があります。(神奈川県林試・サクラ)。

消石灰では培地をアルカリ性lζするため、多用

すると菌糸が伸長しなくなるので注意が必要です

が、試験結果からみると培地重量の 0.3勉程度で

十分に効果があがっているようです。栄養材との

関係ではやはりコメヌカにはほとんど効果がなく、

フスマで顕著に効いていました。

以上、ナメコ栽培では従来から広葉樹オガクズ・

コメヌカ培地が基本的に用いられてきましたが、

他の栄養材や小量の添加物の開発lとよりコストダ

ウンをはかり、収益性を向上させる可能性が十分

に認められましたのでとの面での検討をさらに進

める計画です。

表-4 オガクズ粒子、消石灰添加の検討

試験 三資 制 1本当り子体 ( )内 1個当り重量

区分 4種混合 0.5mm 以下 0.5-1 mm 1-2mm 2-3.4mm 

オガ「クズ ブナ:コメヌカ 78.2 114.6 103.6 100.0 92.0 
粒 子 10 (容) (1.30) (1.42) (1.38) (1.22) (1.12) 

孟三史空 0百(重量比〉 0.3 % 0.65彰 1.0 % 2.0 % 

プナ.コメヌカ 105.8 114.2 102.9 114.6 94.2 
10 1 . (容) (1.37) (1 .18) (1.23) (1.41) (1.26) 

栄養材
プナ.フス 7 123.6 160.4 166.8 135.0 161.6 

消石灰
10 2 (容) (1.43) (1.55) (1.61) (1.50) (1.70) 
フPナ:コーンフ'ラン 215.8 189.2 176.2 195.4 152.1 
10 2 (容) (1.14 ) (I.06) (1.12) (1.11) (1.22) 

プナ・スーバープラン 178.3 185.7 154 .3 134.6 135.8 
10 2 (容) (1.36) (I.1O) (1.15) (1.27) (1.13) 

摘 要 750 ccピン、森極早生 13号、培養20.C87日間、収穫 14・C60日間

(経営部小出)

Z官狙@窃局留Wll
オケフ

オケラは地下部を薬用、地上部を山菜として利

用できます。昔「山でうまいはオケラ iζ トトキ、

嫁lζ喰わすのおしゅうござる」と嫁いびりされた

のは古い話で、今は山菜としてもかえりみられな

くなっています。

地下部は日本薬局方の生薬の部iζ登載され、漢

薬名を蒼求(そうじゅつ)、または日求とよび、

芳香性健胃薬として、また腎臓の機能障害時に尿

の回数を減ずるために使用されています。

県内では、アカマツ林、コナラ林などのやや乾

燥した日当りのよい林地K生育しています。秋期

lζ乙の地下部を採取し、外皮を除き陰干にして出

荷します。

オケラはキク科の多年生草本で秋期K実が熟す

と地上部は枯れます。若いときは、短い毛iと覆わ

れた痩せた軟かい草木ですが、7・8月頃網状の葉

K包まれた白い花が咲く頃になると植物体が堅く

なります。

たちきろう差別の根

家庭で職場で近隣で
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